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8月1日から
f朝日町不法投棄の

防止等に関する条例j

が施行されます。

ご
み
の
不
法
設
棄
は

も
う
許
さ
な

私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
「
ご
み
の
不
法
投
棄
」
。
町
で
は
、
美
し

い
自
然
と
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
、

ご
み
の
不
法
投
棄
を
禁
止
す
る
「
朝
日
町
不
法

投
棄
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。

今
月
号
で
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
の
現
状
と

と
も
に
今
月
（8
月
1
日
）
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

の
条
例
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

屯

g
oF
F

f朝日町不法投棄の防止等に
関する条例jの概要

i条問的
町民の皆さんと事業者、町が一体となり、

空き缶等のポイ捨てを含む廃棄物の不法投
棄や飼い犬のふん放置を防止することによ

り、美しい朝日町を守ることが目的です。

対象者
朝日町に住んでいる方はもちろん、事業 1

者、犬の飼い主、町内に勤務する方、町内

で土地、建物を所有 ・管理している方、そ
して町内に滞在、または通過する観光客等
も対象となります。

町民の責務

O公共の場所等で、飲食した後の空き缶や

紙くず等のごみを持ち帰ったり回収容器
に入れたりし、ごみの敵乱防止に努めな

ければなりません。
0自主的に清掃活動等を行い、地域の環境 ~~ 
美化と清潔保持に努め、町が実施する施 ！一
策に協力しなければなりません。

事業者の責務

O町、町民と協力して環涜美化の促進を図 ：
るとともに、町が実施する施策に協力し f

なければなりません。
0飲食物の自動販売機の設置や飲食物を販

売している事業者は、回収容器の設置と 1

周辺の清掃をさむ適正な維持管理に努め i
なければなリません。 ； 

犬の飼い主の責務

飼い犬のふんは放置しないて・持ち帰らな
ければなりません。

後
を
絶
た
な
い
ご
み
の
不
法
投
棄

7月138に行われた町民主草ぐるみ清滞デーよリ

明
日
町
は
尚
、
山
な
ど

mか
な
ι1

Mm郎
・
悦
に
い
山叫
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
山
川
市
や
両
日
に
は

～
却
の
モ

ラ
ル
の
な
い
人
々
に
よ
る
ご
み
の
不

法
投
楽
が
附
え
て
い
ま
す
。

ご
み
の
ヂ
法
投
祭
は
は
仰
を
川
引
な

う
ば
か
り
で
な
く
、
一
物
た
な
不
法
投

衆
を
一
読
経
す
る
な
ど
私
た
ち
の
作
仁
川

間
境
に
も
必
切
符
を
及
ぼ
し
ま
す
。

川
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
や
川
以
の
怖
さ

ん
か
ら
の
迎
報
を
受
け
、
で
き
る
限

り
不
法
投
占
拠
さ
れ
た
ご
み
を
川
収
し

て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
不
法
投
衆
は

い
っ
こ
う
に
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ト
の
ワ
真
は
7
月
日

H
に
行
わ
れ

た
町
民
総
ぐ
る
み
消
帰
デ

l
の
椋
下

で
す
。
立
さ
桁
や
び
ん
を
は
じ
め
、

タ
イ
ヤ
、
家
共
な
ど
の
ご
み
を
回
収

し
ま
し
た
。
こ
の
治
判
デ
ー
に
は
小

学
生
も
参
加
。
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

ご
み
が
抗
て
で
あ
る
の
』。
｛た
ば
こ

の
岐
殻
も
た
く
さ
ん
。
私
た
ち
は
ご

み
を
抗
て
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
大

人
は
杭
て
る
の
」
と
の
戸
が
附
か
れ

ま
し
た
。
川
の
円
か
な
’H
然
関
境
を

伐
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
、
多
く

の
粁
さ
ん
も
思
っ
て
い
る
こ
と
。
し

か
し
、
則
夫
は
ご
み
の
不
法
投
裂
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

会
小
法
投
禁
さ
れ
る
ご
み
は
、
引
き

加
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
料
品
の
包

装
袋
、
た
ば
こ
の
殴
殺
を
は
じ
め
向

転
市
、
タ
イ
ヤ
、
家
縫
製
品
な
ど
の

粗
大
ご
み
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
き
ち
ん
と
分
別

し
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
山
せ
ば
、

収
集
で
き
る
と
み
で
す
。
今
回
の
粂

例
施
行
を
機
会
に
今

一
度
、
ご
み
の

不
法
投
棄
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

町
民
総
ぐ
る
み
で
美
し
い
町
づ
く
り
を

ノ雪は

ン制
フ光
レ』包
ツ，；災

をに
ti（！.粂
L、(91]

た 同
りまII

指導 ・助言、勧告、命令 川の
町民等、事業者、犬の飼い主がそれぞれ のた

の責務を果たさない場合には、町の立入リ 家的
l~ i· 0コ

調査や指導・助言、勧告、命令が行われま

す。例えば、公共の場所等にごみの不法投
棄をした人に、 町はそのごみを持ち帰るよ

うに勧告し、それに従わない場合は勧告に
従うように命令します。

ご
み
の
不
法
投
策
を
け
京
ι比
す
る

「削
川
日
川
小
川
出
投
策
の
防
止
等
に
附
す

る
条
例
」
は
、
州
の
美
し
い
’
U
然
と

快
適
な
体
」
川
県
境
を
守
る
た
め
に
明

きι山附山
中
の
ポ
イ
抗
て
を
合
む
・
悦
占
拠
物

の
不
法
投
泉
や
制
い
火
の
ふ
ん
放
山

を
前
比
し
、
先
し
い
川
を
守
る
こ
と

が
け
的
で
す
。
汗
し
い
慨
必
は
十
忙
の

炎
に
船
山
刊
し
で
あ
り
ま
す
が
、
川
民、

事
業
折
、
犬
の
制
い
下
の
そ
れ
ぞ
れ

の
責
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

別
則
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

条
例
の
対
象
行
は
州
民
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
川
内
に
間
紅
、
述
、
過
す
る

矧
光
存
も
人
パ
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
川
で

に
行
似
を
設
山
し
、
こ
の
条
例
の
P
R

に
勿
め
て
い
ま
す
。

ご
み
を
分
別
し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
す
こ
と
は
基
本
的
な
こ
と
。

こ
の
条
例
に
苅
則
が
規
定
さ
れ
て
い

る
か
ら
ご
み
の
不
法
投
来
を
し
な
い

の
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
心
が

け
、
モ
ラ
ル
の
’
川
上
に
よ
る
「
ポ
イ

挑
て
、
不
法
投
裂
の
な
い
美
し
い
川

づ
く
り
」
を
娘
道
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ご
み
の
不
法
投
策
を
さ
せ

な
い
た
め
に
も
州
民
総
ぐ
る
み
に
よ

る
院
制
が
大
W
で
す
。
「
．
小
法
投
策
を

さ
せ
な
い
、
川
町
川
さ
な
い
」
た
め
に
も

不
法
松
栄
の
別
均
等
を

μか
け
た
ら

役
場
作
民
生
日
深
へ
泌
総
し
て
く
だ

．‘、
。

1

．，、・1
v

公表及び告発

上記の命令に従わないときは、氏名を公
表し、 特に悪質なものについては告発しま

す。（法律によ リ5年以下の懲役または
1,000万円以下の罰金に処せられます。） I 

・彊・

い
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lllTJ#a~健物減l i t ：：手
織進協議会会民

水烏勝さん（境）

条
例
の

P
Rを
推
進

海
山
川
や
河
川
が
あ
る
境
地
以
で
は
、

観
光
客
等
に
よ
る
ご
み
の
ポ
イ
的
て

が
多
く
、

一凱
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

京
本
的
に
は

一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル

の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
凶
の

条
例
施
行
に
よ
り
ご
み
の
不
法
投
策

が
な
く
な
れ
ば
と
、
則
待
を
し
て
い

ま
す
。

当
協
議
会
で
も
町
と
述
抗
し
な
が

ら
不
法
投
策
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や

条
例
の

P
Rを
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

lllJ廃棄物減11！：等
t!f進協議会委員

米国稔昭さん（以市野）

意
識
政
筆
が
必
要

川
上
交
通
省
の
尚
作
愛
議
モ
ニ
タ

ー
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
町
川
桝

川
村
を
巡
川
し
て
い
ま
す
。
怖
い
て
で
あ

る
ご
み
は
、
川
や
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
弁
中
l
の
殻
の
ほ
か
、
向
転
車

や
タ
イ
ヤ
等
の
相
大
ご
み
も
あ
り
ま

す
。
町
の
環
脱
走
化
の
昨
批
准
に
は
、

A
r
Mの
条
例
に
加
川
が
あ
る
か
ら
で

な
く
、

．
人
ひ
と
り
の
ぷ
減
改
町
中
が

必
裂
。
私
た
ち
ト
八
人
が

F
本
と
な
る

よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。_J  

罰則

この条例には罰則が設けられています。
空き缶等を含む廃棄物の不法投棄、飲食物

を販売している事業者が回収容器の不設置
等で、 町からの勧告を受け、命令されても

それに従わない場合には5万円以下の過料
となリます。

．問い合わせ．
役場住民生活課生活環境係

n83・1100
内線134・135

．調’



みなさんの
「住民票ヨ

世需主の氏名で
送付されます。

住民票コードについて

日
民
お

タ

住
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餅
自
明眠のム－ず

’

ス
い

Y
M
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ζ
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－
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ネ
で

姐
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包帯の方全員の
住民票コードが
載っています。

住民票コード、丞知察

l＂記山首府住民軍 2戸 H:J!li掴L主唱？，ー『、 手品需品がさ

＼部 i兎／
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト

O
平
成
昨
年
8
月
か
ら
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
よ
り
、
心
什
舵
巾
請
時
に
必
要
だ
っ

た
住
民
県
の
い
ur
し
の
添
付
が
一
部
省

附
さ
れ
る
な
ど
千
続
き
が
簡
素
化
さ

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〈給
付
関
係
〉

児
以
扶
一
従
来
’中l
、
恩
給
、
峨
傷
…
制

行
川
刷
版
に
係
る
迫
版
作
令
な
ど

〈申
請
・
登
録
関
係
〉

無
糾
川
、

一
一
級
位
架
上
、

全国どこの市町村でも自分の住民票の写しがとれます。

J
0
7
e
 

イ
並
J
灼

く〉

口53
館
正
士
、
気
象
予
報
上
、
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
な
ど

O
平
成
何
年
8
月
か
ら
は

－
住
民
来
日本
台
帳
カ
！
ド

1
ド
）
の
交
付

住
民
の
み
な
さ
ん
の
中
請
に
よ

り、

町
が
交
付
し
ま
す
。
カ
l
ド
に

は
本
人
情
報
が
記
載
さ
れ
、

l
C
に

は
判
以
ポ
コ

l
ド
が
記
録
さ
れ
ま
す
。

創
v
f
山
一
人
り
の
カ

l
ド
を
山
中
治
す

れ
ば
、
身
分
一川
m
h
H
U

と
し
て
利
川
す

事｜鎚の僚の面倒な転入・事量出手続きが簡単になります。

fなりすまし転出jなどの不正行為を防止できます。

I
C
カ

る
ζ
と
も
で
き
ま
す
。

・
伶
民
票
の
広
域
交
付

全
凶
ど
こ
の
市
町
村
で
も
佐
民
県

本ム
ハ
帳
カ
l
ド
や
免
許
証
を
提
ぶ
す

れ
ば
、
作
民
出
の
り
し
の
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

－
転
入

・
転
出
の
手
続
き
が
簡
単
に

住
民
本
山
中
台
帳
カ
l
ド
を
持
っ
て

い
る
υ
ん
が
、

一知人

・
似
山
を
さ
れ
る

判
明
介
、
役
所
に
川
’川く
こ
と
が
l
川

で
消
む
な
ど
、
了
紘
き
の

．
仰
が
附

いれ糸
化
さ
れ
ま
す
。

身分m問客として利用できます。

｛例｝住民基本台帳カード（住民の希望により選択することが
できることとする予定）

（里ロロ l又は 思。口園

一答
一

一関
一

轟
－
盃

指
定
情
報
処
理
機
関

一
側
一

（抽
出
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー

）

一

国
一

住民基本台帳ネットワークシステムの慨要

富山県サ－Jq県庁）

』

・盟・

全
国
共
通
の
「
醤
ロ
さ
で
す

九
十
川
の
い山
町
村
を
咋
川
例
糾
で
結

び
、
本
人
的
械
を
年
く
、
雌
－
V

大に、

検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム

「陀
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
が

8
月

5
Hか
ら
全
凶

一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
梢
築
の

一
郎
と
し

て、

8
川
中
旬
に
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
の
が
L
L

の

「作
以
烈
コ
ー

ド
」
で
す
。
木
人
で
あ
る
と
い
う
情

報
を
確
認
す
る
た
め
に
一凶
民

一
人
ひ

と
り
に
割
り
振
ら
れ
る
け
桁
の
前

母
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
竹
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
雌
必
的
制
（
氏
名
、
住
所
、

性
別
、
生
年
月
日
以
び

『机
以
出
コ

ー
ド
』）
を
シ
ス
テ
ム
を
迫
じ
て
固
な

ど
の
行
政
機
関
に
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
負
担
悦

減
と
、
堺
筋
の
効
山
小
化
を
図
り
ま
す
。

「
住
民
墓
本
台
帳
」
と
は
？

午－
好
、
性
別
、

生
作
月
日
な
ど
法
律
で
決
め
ら
れ

－

た
項
目
が
記
載
さ
れ
た
「住
民
票
」

『

を
ま
と
め
た
も
の
を
住
民
謀
本
台

帳
と
い
い
、

川
が
作
成
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
川
が
行
う
行
政
下
位
川

の
以
上
中
と
な
る
も
の
で
す
。

住
民
の
氏
名
、

｛也市町村

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

個
人
情
報
の
保
護
も
し
っ
か
り
行
い
ま
す

作比川山以
一本
ム
リ
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
は
、
大
切
な
制
人
的
慨
を
取

り
倣
う
こ
と
か
ら
、
山
川
縦
の
保
地
に

つ
い
て

3
つ
の
側
而
か
ら
川
A
K
の
対

策
を
行
い
ま
す
。

O
制
度
面
か
ら
の
対
策

本
人
脈
認
的
報
は
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
目
的
以
外
の
利
川
は
で
き
ま

せ
ん
。

民
間
に
お
け
る

『伶
民
店

コ
！
ド
」
の
利
用
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

O
技
術
面
か
ら
の
対
策

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
全
て
、
安
全
性

の
高
い
専
問
回
線
を
利
用
し
、
通
信

ま
た
、

デ
ー
タ
の
附
け
化
な
ど
に
よ
り
、
外

部
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
ヂ
化
以

人
、
情
報
の
耐
え
い
を
防
ぎ
ま
す
。

O
運
用
面
か
ら
の
対
策

シ
ス
テ
ム
に
抗
わ
る
職
口
を
出
定

し
、
個
人
仙
部
保
護
忠
誠
の
徹
底
を

阿
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
の
厳
情
な
迎

用
符
聞
に
努
め
ま
す
。

－
お
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
生
活
課

住
民
年
金
係

g
m
i
－
－

o
o
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「
…
必
ば
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
』

『今
よ
り

も
っ
と
ま
じ
め
に
側
内
し
た
い
」
決
心
を

平
崎
遥
斗
くん

平
柳
の
平
崎
大
治
・

由
英
子
さ
ん
火
安
の
長
男

（平
成
は
年
2
月
山
口
生）

な

が

の

う

し

ぼ

長
能
志
帆
ちゃん

桜
町
の
長
能
徹
夫

・

優
子
さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
山
年
1
月
お
日
生
）, みなさんに

楽しんでいただける活動を！

新
た
に
す
る
パ
ス
ケ
少
作
2
人
。
附
山
江

川
と
澗
比
大
利
付
は
、
山
川
山
叫
が
克
胞
し

て
い
る
口
抑
交
流
ス
ポ
ー
ツ
ポ
業
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
鋭
校
で
、
総
似
河
川
M
U刊
の
以
泌
抜
チ

ー
ム
に
…
必
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
川
悦
州
川
の
制
仰
い
品
川
と
し
ぷ
川
町
を
派

め
る
た
め
、
サ
ッ
カ
ー
、
引
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
の
競
技
別
に
町
い
の
掴
を
訪

問
し
あ
う
ポ
業
で
、
2
人
が
送
ば
れ
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
、
的
判
悶
を
迎
え

入
れ
ま
す
。
明
日
町
で
は
こ
の
ほ
か
、
サ

ッ
カ
ー
で
2
名
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
l
un

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
外
国
の
人
と
の
試
什
は
め
っ
た
に
で
き

な
い
経
験
な
の
で
楽
し
み
』
と
品
す
2
人

は
小
学
2
作
作
い
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始
め
、

制
刊
の
的
み
引
ね
が
川
制
さ
れ
ま
し
た
。

附
向
付
は
「
帥
川
の
人
と
は
会
っ
た
こ

と
が
な
い
し
、
俳
阿
川
川
は

『
ア
ニ
ヨ

ハ
セ

ヨ
』
し
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
ぷ
述
に
な

れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
』
、
刑
川
パ

は

「I
A
A
H
以
外
の
時
間
で
も
、
少
し
で
も

多
く
按
し
て
、
仲
・以
く
な
れ
た
ら
い

い
な

と
思
い
ま
す
」
と
話
す
よ
う
に
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
以
外
の
交
涜
も
、

2
人
は
楽
し
み
な

よ
う
で
す
。

こ
の
夏
休
み
、

の
蝕
…
い
「
パ

ス
ぃ
父
挽
」
に

則
待
を
膨
ら

ま
せ
ま
す
。きわやかさん

昭和57年に町の民謡教室がきっかけで始まりました。踊

リ好きな仲間が集まって、 20名あまりおりましたが現在は

2
人
は
特
例
の
ぷ
述
と

．誼．

か
な
う
と
い
い
な
あ

水
野
古
都
さ
ん

（辻
岩
崎）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

私
の
将
米
の
拶
は
、
パ
テ
ィ
シ
エ

に
な
る
こ
と
で
す
－
剛
山
は
、
テ
レ

ビ
を
見
て
、
私
も
み
ん
な
が
お
い
し

い
と
言
っ
て
く
れ
る
お
栄
子
を
つ
く

り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
お
必

rを

作
っ
て
、
少
し

で
も
し
し
予
に
な

っ
て
、
山
V
を
実

現
さ
せ
た
い
で

す
。

土
井
彰
子
さ
ん

（
高
畠
）

南
保
小
学
校
6
年

私
の
少
は
、
州
・
米
に
な
る
こ
と
で

す
。
だ
か
ら
、
勉
強
を
た
く
さ
ん
し

て
、
絵
の
火
山
子
に
人
っ
て
絵
の
勉
強

を
し
て
、
や
が
て
両
・
米
に
な
り
た
い

で
す
。
そ
れ
か
ら
展
覧
会
を
聞
い
て
、

多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
い
て
、
感

ama
和
J

・
心
し
て
も
ら
え

，A
正

る
よ
う
な
絵
を

－
が
ん
ば
っ
て
揃

ダ
い
て
み
た

い

で
す

15名で、当初の顔ぶれも今はほとんど変わリました。

週に 1回福祉センターに集まり練習をしています。年間

行事として、福祉関係や有磯苑の誕生会、ひとり語らし老

人、身障者大会、南保敏老会や大家圧敬老会、笹川老人会

などの方々に招力、れて踊リを彼露しています。

有磯苑では、年に一度恒例行事のひとつとして草むしり

を行っております。昨年度は、郡の社会福祉協議会より表

彰状を頂きました。こうした活動訪問などを通して、多く

の方々とふれ合いながら皆さんの笑顔と拍手に支えられて、

水島里実子さん （22成東草野）

桜DI日米台所 一

が出来ました。

これからも皆僚に、少しでも楽しんで頂けるような活動

をみんなで続けていけたらと思っております。

踊り続けてくる

誠

く

ん

（東
草
野
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

ぼ
く
は
刺
川
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
に
人
っ
て
い
ま
す
。
円
分
で
は

あ
ま
り
う
ま
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
や
っ
て

い
る
と
楽
し
い
の
で
、
将
米
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
選
千
に
な
り
た
い
で
す
。

aF

戸

一
つ
で

も
多

m
Jく
、
良
い
プ
レ

？
p
p
E
ー
を
し
て
い
き

唱
証
明
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
窪

金
井
祐
輔
く
ん

（赤
川
）

五
箇
庄
小
学
校
6
年

ぼ
く
は
、
大
人
に
な
っ
て
、
大
仁

と品川中川
上
の一
向
山
と
も

．
純
の
う
で

を
も
ち
た
い
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
大
L
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
人

の
役
に
も
しは
て
る
し
、

技
術
を
持
っ

て
い
る
と
山
分
の
与
え
た
・
認
を
自
由

に
建
て
た
り
で

き
る
か
ら
で

す
。
今
の
う
ち

に
、
以
術
を
み

が
い
て
い
こ
う

と
出
い
ま
す
。

寝
顔
を
見
て
ホ
ッ
と
し
ま
す

4
作
間
大
阪
の
大
字
に
行
っ
て
、

今
年
4
月
か
ら
州
川
町
に
民
り
社
会

人
l
作
作
いで
す
。

地
ベ
が
務
ち
泊
く
の
と
、
保
有
士

が
小
学
校
か
ら
の
必
だ
っ
た
の
で
、

U
タ
ー
ン
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
什
引
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
ギ
ャ
ッ
プ

は
そ
ん
な
に
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

判
任
を
持
つ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
パ
ニ
ッ
ク
で
川
が
な
ん
だ

A
H
 ．．． 受

け
持
っ
て
い
る
3
此
引
は
’
H
己

ト
仁
川
取
が
山
や
す
い
川
川
の
ぶ
つ
か
り

合
っ
た
時
に
ど
う
対
処
す
る
べ
き
か

々
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
お
HJM
の

－M
創
を
けん
る
と
ホ
ッ
と
し
て
、
や
っ

て
い
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

休
み
の
日
は
州
を
し
て
る
か
わ
か

ら
な
い
け
ど
家
に
は
い
ま
せ
ん
（
夫
）
。

お
金
を
貯
め
て
旅
行
に
、
し
か
も

海
外
旅
行
に
行
き
た
い
で
す
ね
。
W

外
は
行
っ
た
こ
と
な
い
ん
で
す
よ
。

大
学
の
伝
来
旅
行
で
ハ
ワ
イ
へ
行
く

子
山
だ
っ
た
の
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
「
脈
ぷ
別
テ
ロ
｝
も
あ
り
、

中小仏

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
：
。

も
う
少
し
社
会
人
と
し
て
、
対
的

ち
と
お
令
に
A
小
怖
が
で
き
た
ら
、
ぜ

ひ
克
呪
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

．． 
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小
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保
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の
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〔わ
た
し
は
宇
宙
人
〕

s 
5月

「
ほ
ら
、
先
生
凡
て
兄
て
1
1』

4

・

市川市

’
A
岬
町

－

Y
礼
川
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；
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引
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E
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u
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、司ぜ、
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山
間
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e
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し
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仇

ν

ミ

い
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A
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判
明
市

炉

問

A
ル
い
V

ι
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V
E
内
渇

μ
「

M
F
h
M
川

a

d
ウ

υ勺
寸

司

4

t
t
uh
r

N
a
 

L
7
．、
F
か

か

投
稿
コ
ー
ナ
ー

日刊
さ
も
本
棉
化
し
て
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
イ
ラ
ス
ト
も
技
術
は

が
き
ち
光
夫
。

企ヒスイ

今
川
の
テ

l
マ
は
「
夏
は
海
派
？

山
派
？
」
で
す
。
さ
て
川
川
小
の
結
以

は
い
か
に
つ
・

私
は
海
派
で
す
。
海
大
好
き
「
マ

リ
ン
ド
ラ
イ
ブ
」
（
曲
名
）
大
好
き
。

で
も
ク
ラ
ゲ
が

。

（
P
N
天
道
女
轟
さ
ん
）

＠
ク
ラ
ゲ・
：
。
し
か
し
こ
ん
な
人
も
。

私
は
ぜ
つ
つ
っ
た
い
海
で
す
。
海

行
か
な
い
と
夏
は
始
ま
ら
な
い
っ
！

ク
ラ
ゲ
が
い
よ
う
と
サ
メ
が
い
よ
－
っ

と
泳
ぎ
た
い
で
す
。

M
イ

（

3
・
4
城
山

『
せ
ん
せ
い
l

わ
た
し

っ
て

（~ 
f-~ 

「川
ん
ぼ
に
何
か
お
っ
た
っ
一

（

p
．N
ヨ
シ
さ
ん

(15) 

＠
榊
に

2
京
け
1

山
か
海
、
ど
ち
ら
か
つ
て
言
う
と

山
川
・
ク
モ
い
る
け
ど
山
が
い
ー
な
。

キ
ャ
ン
プ
や
り
た
い
け

な
に
人
つ

似
引けじ
「
ア
フ
リ
カ
人
つ
・イ
ン
ド
人
つ

小
川
人
か
なっ・」

M 

「う
ー
ん
－
ee
」

s 
ツJ

「川
ん
ば
、
山
分
で
沫
い
で
る
ね
」

企お雪

（~ 
f-i 

｛そ
れ
と
も
回一寸
山
人
か
な
っ
』

は
る
と
、

川
ん
ぼ
の
水
が
胤
で
波
h
M

「けせん
せ
い
l

わ
た
し
っ
て
下

M
子

山
人
な
の
」

S
山

『
ぼ
く
も
下
山
人
！
」

そ
う
討
っ
て
い
い此り
山
す
2
人

保一円
－K

｛え
つ
ま
だ
お
訴
の
続
き
が
：」

す
っ
か
り
「
平
山
人
』
が

%
に
入
っ

た
2
人
で
し
た
。

〔泳
ぐ
岡
ん
ぼ
？
？
〕

3
成
児
｝

川
ん
ぼ
の
側
を
歩
い
て
い
て

（p
．N
同
之
円
猫
さ
ん
）

＠
山
に
も

一
票
l

海
と
山
。
ど
ち
ら
も
い
い
で
す
ね
。

涼
し
そ
う
で
す
し
。（

P
N慣
牙
さ
ん
）

⑬
似
し
げ
な
コ
メ
ン
ト
で
。

結
然
、
制
介
で
き
な
か

っ
た
は
が

き
も
台
め
て
、
小
川

8
票、

山川

2
川ボ、

ど
ち
ら
も
派
l
京
で
し
た
。

来
月
の
テ
ー
マ
は
「
夏
休
み
の
事

件
簿
」
で
す
。
大
き
な
が
件
や
小
さ

な
引
件
、
楽
し
い
こ
と
、
大
シ

ョ
ッ

ク
な
こ
と
な
ど
内
い
て
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

も
ち
ろ
ん
メ

l
ル
で
の
投
稿
や
ご

立
見
も
受
け
付
け
ま
す
。
ア
ド
レ
ス

は
ぎ
一J
O
＠

sr〈コ
・宮
内
ラ
一・
〔O
旬

m5
4
0
・右

た
く
さ
ん
の
投
制
お
待
ち
し
て
ま
す
。

※
投
稿
者
の
み
な
さ
ん
へ

氏
名
の
掲
載
が
困
る
場
九
日
は
、

氏

名
の
ほ
か
に

「
陪
名
希
望
｝
や
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
お
バ
き
く
だ
さ
い
。

っ
て
い
ま
し
た
。

〔
は
だ
か
で
水
遊
び
〕

2

、，，
vい
川
氏

i
u

〆、

4

・h
円

H
J

un
い
け
が
就
き
、
は
だ
し
で
水
遊
び

を
し
て
い
た
あ
る
川

『
今
刊
、

s
mn 

ま
た
は
だ
か
で
遊
ぶ

ん
で
し
ょ
っ
」

i
t
：
 

札

M
f
l

「は
だ
か
で
つ

M 

「S
ち
ゃ
ん
述
、
つ
よ

は
だ
し

S
削

μ
で
遊
ぶ
ん
で
し
ょ
！
」

「
そ
っ

か
。
は
だ
し
で
巡
ぶ
ん

だ
っ
た

底
部
ク
イ
ズ

~~ 

｛
問
題
〕

①
筒
川
の
折
谷
杭
代
さ
ん
が
迎
え
ら

オ1
100た

I I 
J..} 。

88 I'.! 
’』Z

っ
て
(11J 
ι民
つ

A. 

c. 

99 

B. 

②
山
9
M端
翠
カ
ッ
プ
ピ
ー
チ
ボ
l

ル
全
凶
大
会
。
也．

um｜
け
つ
ヂ

ar
’
aノ
Ayll
a－
－

uμ
〆
し

ニ
，

ー
ム
は
い
く
つ
催
勝
し
た
つ
・

A. 

2 
rコ

B. 

3 
つ

c. 

て〉

〔
応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
』
い

て
8
月
内
日

（当
什
消
印
れ
効）

ま
で
役
場
総
務
課

総
務
広
報
係

（干
mw
・0
7
9
3仙
川

川
泊
ド
1
1
3
3
）
へ
辺
っ
て
く
だ

さ
い
。
州
選
で
3
人
に
阿
川
み
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

8
月
号
の
当
選
者
は、

P
N
桝

N
Mさ

ん
、
行
尚
美
ず
さ
ん
、

P

N
ヒ
マ
ワ

リ
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

今月も、盛りだくさんの日程

をこなしています。

I健康を思う存分たのしもう！ J 

第9回議翠カップピーチボール

全国大会を開催しました。選手

の平均年齢63.7歳。71チーム、

381名の方々が、「白と緑jのボ

ーjレを追いかけて、 熱戦を繰り

広げた2日間。私たちの町で誕

生した、«~ lつでも”“どこでも”

“だれでも”楽しめるピーチボ

ールの愛好者が、年々増えてお

ります事を大変喜んでおりま

す。

男子の部最高齢、86歳の字野

さん（日吉町）、女子の部最高齢、

77歳の古屋さん（昭島市）の健闘

する姿を観ながら感動を覚えた

のは私だけではないと思いま

す。

さて、町と保健衛生協議会で

は、毎年、 i町民総ぐるみで地域

の清掃活動を行う目、 n町民総

ぐるみ清掃デ－Jを定めていま

す。今年は7月13目。 身近な道

路 ・河川 ・海岸 ・公園などや、

各家庭周辺の清掃などの環境美

化活動に、多くの参加をお願い

します。また、町では美しい自

然と快適な生活環境を守る為

に、あとを絶たないごみの不法

投葉を禁止する「朝日町不法投

棄の防止等に関する条例Jを8
月1日から施行します。この条

例には、 ｛罰則jがありますので、

ご注意を！

台風6号が日本に上陸し、各

地が対策に追われていますが、

こちら世界最大の台風「市町村

合併j にはどのように対策を講

じたら良いのでしょうかつつ秋

風かな !I践を交えて話しましょ

うねつ け月10日記）

置週’
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9
国
務
翠
カ
ッ
プ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
全
国
大

会
が

7
月
6
、
7
日
の

2
日
問
、
サ
ン
リ
l
ナ

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

印
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
こ
の
大
会
に
は
、

8
都
府
県
お
市
区
町
村
か
ら

3
8
1
名
の
選
手

が
参
加
。
最
高
齢
鉛
歳
を
筆
頭
に
平
均
年
齢
臼

歳
の

”若
き
プ
レ
ー
ヤ
ー
“
が
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
、
今
年
も
ま
た
緑
と
自
の
ホ
ー
ル
は
、

全
国
を

一
つ
に
結
び
ま
し
た
。

。

。
，

Y
成
凶
作
叶
ア
パ
ゆ

H
の
任
期
満

f
に
伴
い
、
朝
刊
川
股
業
安
門
（
会
委

M
M
選
挙
が
行
わ
れ
、

こ
の
た
び
新
た

に
次
の
み
な
さ
ん
が
委
抗
に
選
山
さ

れ
ま
し
た
。

委
以
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
げ
名
と
、
あ
さ
ひ
野
山
業
協
川

組
合
及
び
新
川
地
域
州
以
来
社
ハ
消
制
A
H

作
び
に
川
議
会
か
ら
般
的
を
叉
け

て
、
川
．
t
k
が
選
任
し
た
4
ヤ
刊
の
あ
わ

せ
て
引
名
で
す
。

（
倣
称
附
）

新しい農業委員

した事
会り21名が決ま

選
挙
に
よ
る
委
員

ト
L
W山
一己

川
川

ハ

ホ
出

川
’M
H

保

折

ハ

什

イく
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戸
、

γ
J
q
・EE
ゆ
叶
1

8
E
恥
川

Jwv
μ制

。

あ
を
ひ
総
合
病
院
内
科

入
賞
チ
ー
ム

｛女
子
の
部
｝

ひ
す
い
（
l
似
）
ブ
ロ
ッ
ク

川
間
服
ひ
ま
わ
り
（
向
山
市）

政
勝
か
っ
さ
か
グ
ラ
ン
マ

l
ズ

（
朝
日
川
）

う
み
ひ
こ
（2
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
大
山
本
日
付
ス
マ
イ
ル
（
朝

H
町）

次

勝

フ

レ
ン
ド
（
県
部
市
）

や
ま
ひ
こ
（
3
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

川間勝

伏
木
体
刈
づ
く
り
ク
ラ
ブ
H
D

（．υ
川
附ぃ
巾
）

次

脱

刈

M
B
B
C（
則
一
服
村
）

つ
つ
じ
（
4
悦
）
ブ
ロ
ッ
ク

川
悦
勝
川
戊
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
小
杉
町
）

次
勝

水
郷
（
滋
賀
県
近
川
八
幡
市
）

一
男
子
の
部
一

ひ
す
い
（
l
伏
）
ブ
ロ
ッ
ク

悩
勝

い
い
ち
こ
（
明
日
川
）

次山間

一
仙
光
水
wm
ク
ラ
ブ
（
制
光
州
）

う
み
ひ
こ
（
2
似
）
ブ
ロ
ッ
ク

向…
作
ク
ラ
ブ
（
魚
川
市
）

氷
川
ん
グ
ラ
ン
ド
フ
ア
｜
ザ
l
ズ

（
氷
良
市
）

次 f~ 
1191 im 

や
ま
ひ
こ（
3
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝

水

沢

Z
（
岩
子
山
県
水
沢
市
）

次
脱

帽ニ

u
u巾（
児
部
ぃ
巾
）

つ
つ
じ
（
4
似
）
ブ
ロ
ッ
ク

川
限
勝
林
ク
ラ
ブ
（
脳
波
ぃ巾
）

山
仇
肪
伏
木
体
力
づ
く
り
ク
ラ
ブ
A

（一ハ
川
川
山
）

Ji会 ・Ji!・ 下ム｜： 殿 山 主主 1-1
川 l11ノ 11時越

r家殺iirr u mr新 型fLIJ 

永

井

浩

泊
目
録
雄

上
不
政
治

，一、F
b
E
’

e

’
・

叶
つ
附
よ

け
H

中
山
弘
文

井

μ
一
郎

能
川
伸
一
じ
い
火

山
作
間
行
版

山
附
郎
・
必

.. 

同
宇
奈
月
町
）

V
成
年
引
f
3
似
仏
政
将

，
V
少
年
タ

f
2此
じ
仰山川（烈

ス
ポ
レ
ク
祭
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

（6
／

9
魚
津
市
）

v
k
子
持
政
以
上
の
部
マ
1
5
0
0
m

l
依
藤
田
英
子
マ
5
0
0
0
m
l位
藤

川
英
子

新
川
地
区
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大

会

（6
／
目
、
市
魚
津
市
）

V
山
ιJ4
0
0
m
l
似
山
川
以
叫

v
k

f
u代
地
4
0
0
mリ
レ
l
l
似
明
日
中

新
川
地
区
中
学
枝
総
合
選
手
権
大
会

（6
／
引
、
辺
サ
ン
リ
ー
ナ
ほ
か
）

※
l
似
の
み
仰
向
峨

V
ぷ
迫
マ
則
子
同
体
訓
円
中
マ
例
人
目

M
級
．合
格
尚
忠
マ
前
同
桜
山
口
隼
人
マ

ぷ
子
個
人
科
同
級
笈
川
久
美
子
マ
必

同
級
副
長
郷
マ
臼
同
越
間
裕
行
マ
訂

以
縦
合
川
沙
織

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
マ
引
f
引
け
中
V
水

泳
マ
2
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
山
本
向
上
心

新
川
地
区
ミ
二
パ
ス
聾
季
大
会

（6
／

位
、
お
サ
ン
リ
l
ナ
）

V
出
子
l
似
制
ハ
パ
ワ
！
キ
ツ
ズ

第
mm田
町
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

（6
／
お

多
目
的
広
場
）

1
位
大
家
正

2
杭
む
川

3
机
山

的、

的
2
M

第
引
田
県
実
業
団
選
手
権

（6
／
お
魚

津
市
）
V
4
0
0
m
3此
組
以
広
制

V

砲
丸
投
げ
3
仰
向
丸
払
郎
V
川
椛
投
げ

2
仰
向
九
州
郎

・イースト杯テニス大会

13日ω テニスコート

・少年ソフトボール大会

17目白～18日（日

総合グラン ド 8:30～ 

・少女ビーチボール大会

18日（日サンリーナ 8・30～

・／＇（ドミントン まつり

18日（印第2体育室 9:00～

・あさひサッカーフェスティパル

24日帥 多目的広場 9:00～

・第24回新川地区卓球振興会大会

25日目サンリーナ 9:00～

・スポーツ少年団ミニパス大会

25日（日 第2体青室 9・：00～

・クラフ対抗野球大会

25日（団総合グランド 9:00～

・小写生ビーチボール大会

31日出サンリーナ 13:00～ 

・夜間テニス大会

2日働テニスコート

・剣道教室

3自国 サンリーナ

・町内対抗夜間ソフトボール大会

5日伺）～ 総合グランド

19・30～

・全国ビーチポール競妓大会審判講習会

7日附・8日（村・21日附・22日附・

28日附・29日附

サンリーナ 19:30～ 

・防犯ゲートボール大会

9日倒多目的広場 8:30～

・HISUI CUPバレーボール大会

10日出～11日目サンリーナ 10：・00～

・町民野球大会

11日日総合グランド

・町民ソフトボール大会

11日（日泊高絞グランド

8:30～ 

8:30～ 

世
十・7

選
任
に
よ
る
委
員

｛
あ
さ
ひ
野
農
業
協
同
組
合
推
薦
｝

J
L

J

’ハ
トL

，
I
作
叶
8

．JH
H

J
ノ
祖
只
’

I

Jt
k
引
，
ノ
ー
↑

｛
新
川
地
域
農
業
共
済
組
合
推
薦
｝

W
J

l
g
・－

zyk攻

叫
A

t
、vfι
制
ド

｛
町
議
会
推
薦
｝

県
高
校
総
体

（6
／
2
小
杉
町
ほ
か
）

v，架泊
マ
タ

rm同
級
l
仰山行介ルボいいぷ

V
レ
ス
リ
ン
グ
マ
回
同
級
2
位
泣
間
的

文
V
，P
山
マ
児
ず
2
位
泊
尚
一
似
V
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
マ
女
子
凶
体
1
似
治
両
校
マ

個
人
2
位
七
搾
U
（梨

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
マ
兇
f
3位
柏
両
校

V
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

マ
羽
子
3
此
泊

山川
校

第

mm
田
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（6
／
9
サ
ン
リ
l
ナ）

V
山
に
J

マ
川
体
l
似
川
間
山

2
似山川

l
M
一マ
州
人
l
位
狩
谷
進

・
州
村
山
以
制

2
山
川
北
山

m
－
必
川
似
ニ
削
V
女
子
マ

団
体
1
枕
大
家
町

2
位
前
2
．M
マ
州

人
l
依
村
口
知
子

・
杉
本
汚
夫
必
組

2
位
印
旧
一
榊
下

・
ヒ
川
れ
以
日
弓
組

第
約
田
町
民
卓
球
大
会

（6
／
9
サ
ン

リ
｜
ナ）

V
川山，
rマ
川
体
l
似
山
2
．M

2
似・目

的
マ
例
人
l
杭
佐
川
正
秋

2
似
広
川

徹

v
k
fマ
川
体
l
山
山
川

2
仰
山

3
M一マ
州
人
l
位
牧
野
町
下

2
似
縦

断
必
子

北
信
越
高
校
体
育
大
会

（6
／
市
宇
奈

月
町
ほ
か
）

V
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
マ
k
f
マ
川
体
2
杭

的
山川
絞
マ
削
人
2
似
じ
沖
山
梨

V
レ
ス
リ
ン
グ
マ
州
人
臼
同
級
2
似
常

川
山
文

県
会
長
杯
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

（6
／

9:00～ 

8月のスポーツ

19:30～ 

医療の現場から

大腸がん検診で便潜血
反応陽性と言われたら

食生活の欧米化（高脂肪・低

繊維化）に伴い、大腸がんは過

去20年間で男性では約4倍、

女性でも約2倍と蓄しく増加し

てきています。

大腸がんは初期には自覚症状

がありません。そこで、検診で

は病変からの微量の出血を手が

かりに、便の潜血反応検査を行

っています。

潜血反応が陽性に出る割合は

5～6%ですが、がん以外の病

気、例えば大腸ポリープや痔な

どで陽性に出ることもありま

す。また、陽性反応が出ても約

半数の人には何も病気はありま

せん。実際、便潜血反応が陽性

で精密検査を受け大腸がんがみ

つかる割合は0.1～0.2%で、

その約半数が早期がんです。早

期がんの中には、開腹手術をし

なくても、内視鏡で根治可能な

ものも少なくありません。また、

大腸ポ＇）ープは大部分が良性で

すが、中には大きくなるにつれ、

がんを伴ってくるものもありま

す。従って、大腸ポリープを内

視鏡的に切除することにより、

大腸がんの予防にもつながりま

す。

大腸精査法の注腸造影（バリ

ウム検査）や内視鏡検査は従来

に比べ随分簡便に行えるように

なってきました。潜血反応が陽

性に出たからといってすぐに不

安がらずに、お気軽にご相談く

ださい。

中ハ〈
口
敦
子
医
長

ゾえ’，）， 

出f1!1f,j 
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News & Iopics 
広報係では、あなたの回りの身近な話題を待っています。

n83-1100 内線213へ

ぼくたちも昭びかけました
ーアユ釣り解禁日に一日監視員一

五箇庄小学校5、6年笠6名が6月22目、朝

日内水面漁協力、ら一日監視員に任命されました。

アユの解禁日に合わせ、 釣り人のマナー向よを

呼びかけようと、五箇圧公民館との連携で行われ

たこの事業。任命された児童たちは小川河口付近

で、監視パト口ールを行いました。

釣り人に許可証の提示を求めたり、ごみを持ち

帰るよう呼びかけるちらしを配るなど、小さな監

視員たちは、 雨模様の空の下でも立派に務めを果

たしました。

スイカはどこぉ～？
一宮崎海岸で海の日フェスティパルー

宮崎海岸でア月20日、海の日フェスティパん

が開催されました。

今年で6回目を迎え、 7月20日の I海の白J
恒例となったこのイベント。f日本の遺百選Jに

選定されたことを記念して始められましたが、そ

の渚は舎年も大勢の人でにぎわいました。

名物タラ汁や各種の浜焼きなどの出店、ヒスイ

探し、拍選会などの催しがあり、なかでもスイ力

割り大会には808もの予どもたちが参加。「右 リ

［左！ Jと勲い歓声が浜に翠いていました。

久しぶりの故郷の空
一東京朝日会の（ふるさとへ行くまい会J-

関東在住の朝日町出身者などの集まり 「東京朝

日会J（松倉昭二会長）の一行258が7月20、21
日の両日、 fふるさとへ行くまい会jと題し、政

郷朝日町を訪れました。

2日間の日程でヒスイ海岸、ふるさと美術館、

なないろKAN、らくち～のなど朝日町を満喫。

東京朝日会としては平成6年以来の来町というこ

とで、新しくできた施設などに驚きながらも、

「蒸し呂いのも懐かしいわJと久しぶりの故郷の

空を見上げていました。

新しいプールは最高！
ーさみさと小で屋外プールが完成一

昨年から工事を進めていたさみさと小学校屋外

ブールが完成し7月5目、魚津町長ら関係者と全

児童397名が参加し、現地で竣工式が行われまし

た。

完成した新プールは、幅13旬、長さ25日の大

ブールと1o~~四万の小プール、更衣室、トイレ、

管理室を備えています。

fらくち～のjインストラクターによる模範演

授の後、兜童は順次プールに入り、ひときわ大き

な歓声と水しぶきをあげていました。

これからもずっとお元気で
一笹J11の折谷佐代さんが白寿一

笹川の折省佐代さんが、 99歳の白寿を迎えま

した。町ではこれをお祝いして7月10日、魚津

町長が自宅を訪問し、お祝い状と羽毛布団を贈り

ました。

町長が ［元気でがんばってくださいJと声をか

けると折谷さんは「ありがとうございますJと、

しつ力、りと元気に答えていました。

折谷さんは明治36年笹川生まれ。盆栽や庭木

を鰐み、珍しい植木も所有しているそうです。こ

れからもお元気でがんばってください。

－ー‘ t

待望の夏山シーズン到来！
一朝日岳山開き登山会一

朝日町のシンボル朝日岳（標高2,418 ~n;）の入山
武が6月29日、県内外から約1308が参加して小

川温泉元湯で行われました。

式の後、七班体制に分かれた一行は、北又小屋

へ移動。テープカットのあと順番に朝日小屋を目

指し出発していきました。

災害などで落ち込んでいた朝日岳の入山者数も

昨年は3.290人（6月～10月）。過去5年間では最

高の人数となり、我が目7の主峰も活気を取り戻し

つつあります。

ti&・
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健康インフォメーシヨン
問い合わせ ：保健センタ－ H83-3309 ※同f手帳持参

·.r~ 業 名 J J 日 fミ、 場
（対象者等） 受付時間

8JJ211・911・
健康体操教室 161 1・2311・301I 

保健センター
（庁i守！行） L、ずれも ｛イif,)

9:30～ 

8JJ 211 911 ・ 
1611・2311・301 I 

保健センター
L 、ずれも （ ~i:)

健康相談
9:30～ 

（相J,l英仏守！行） 8JJ 611・2011・

※ ~'12 '.17.llMJ I！ま保健センター
2711・9JJ311 

老人制~Itセンター
で栄i<tHI ,i来

L、ずれも（火）
J 3:30～15:00 

8 J J 2 I I I (;J<) 
基幹集i存センター

13.30～J 5:00 

心の健康相談 8JJ 5川・1911
［効も（：約ilillですが1仏1,r；での受It卜！け｝J L、ずれも (JJ) 事Ii川以生センター

します。（ft52-1224) 13:00～14:00 
ほうtrn人の相J，）提も交げますユ

女性の健康相談
11f;位！~i: 14'il 11 

（町長伽 13:30～J 5:00 
新川厚生センター

の身体fl'・J・ M~lt(l'·J悩み

赤ちゃん広場※ 8JJ221 I(本）
（お泌似ろまでの机刊） 10:00～l l・：30 保健センター

とそ0)/:jねt

ゆ めっこランド 8JJ I I I ・291J 

（詰家附K./i依主 J 
し、ずれも（水） 保健センター
9・30～II :30 

ゆめっこうンド自由開放 8J J 81 1・2211

（ 五｛向似h以肘柏附川｛：げ川拘自的f行巾削｝主I打川j1げ似？ J 
L、ずれも（イ〈｝ 保健センター
10:00～ 11 :30 

4か月児健診※ 8 J J 2711 （火）
（~！健センター

(14lJ'4.Jl'I：まれ） 13:00～13:30 

9～10か月児健診※ SJ 12011 ＜火）
保健センター

(I 3l1: I OJJ. I I J l’I＇.まれ） 9・30～10・：OO

3歳児健診※ 8JJ221 I （ ~－.： ） 
保健センター

(I I l1'2 JJ、3JI’1：まれ） 13・：OO～13・： 30

お盆＠ごみ収集に'-2)いて
お盆は次のとおり、ごみ収集が休みとなります。

8月15日傭 lの2日聞は
8月16日⑥ j休みです。
ただし、 資源物の回収は行います。

－・

一人をいつくしみ 3入者E理解し 人をいたわり o人を愛し J人を信ずる

このゆが社会福祉のII）＼である。

－ 

． 
．
 

．
 
．
 
．
 
．
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五箇圧公民館でア月9目、 地区の

みなさんを対象に出前福祉講座を開

催しました。

出前福批講座は、お亘いに聞け合

い、 安1t,1して暮らせる町づくりを目

的として開催しているものです。

ごの白は Iとっさの場合の救急法j

をテーマに町消防署の救急救命士の

指導で、 応急手当の墨礎知識とIじ1肺

さぱ ・・… ・4切れ 長ねま・・・・…・・・1/21' 

（かれいや木JJf.(lでも） ;tz 5・0・・・・・・・・ ・・250cc 

大恨 ・ ・ …・ 1 /2~~ (500g) 

コチュジャン－大さじ l j酉－－－－－－－大さじ l

＠｜キムチの点火さじ l しょうゆ ・kさじ l
みりん－ ・kさじ！ おろししょうがけ、さじ2
1沙紙If－ －・大さじ 1/2 おろしにんにく 小さじ2

社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

みなさんと共に地域の福

祉向上を目指す民間社会福

祉団体です。

事務所 朝日町福祉センター内
~ 83-0576 

四 83-1589

・・・．

蘇笠j去など実妓

を交えて掌びま

した。

救急法講習の i

あと、町社協事

務局長が社協活

動の概要説明を行い、地域福祉活動

の栂亘理解を深めました。

～車いすの寄贈がありました～ 福祉機器の

貧し出しを行っています

出前福祉講座
～とっさの場合の救急法を学ぶ～

① 大恨は2～3¥'Jソ：の＇Iサl切りにし、米のと

ぎtIで~iiでておく 。

②ねぎはみじん切りにする。

③ なべには分：Itの水、ω、②を入れ、見 Lが
ったらさぱを人れて点る。

④③に大棋を人れて~N火て。20～30分れI~点
込む。

⑤点汁が，改，l,'iり、とろみがII¥てきたら火をw1-.;-,,

「ヘルスト口ンJで事業展開を行っ

ている側白寿笠料掌研究所より、在

宅福祉活動等の貨出用車いすの寄贈

がありました。

町社会福祉協議会では、在宅介護

や身体に障害のある方に、肇いすや

工アーマッ トなど、 福祉機器の員 し

出しをしています （原則6か月間 ・

無料）。

ご利用希望の万は、社会福枇協議

会へご連絡ください。

8月の休日救急診療当番医：：~：～午後間

4日（日） 高 根 医 院 ~82-0010 

1 1日（日） 煩 東 病 院 告 83-2299

14日（水） 丸川病院 tt83-3391 

15日（木） 煩東病院 fi83-2299 

16日（金） 橘 医 院 岱 82-0791

18日（日） 橘 医 院 包 82-0791

25日（日） 寺 崎 医 院 fi82-1118 

（一開催のお知らせ一〉

炊き出し訓練及び
赤十害救急法講習会

日本赤十亨社朝日町分区及び朝日

町赤十亨奉仕団は、災害時に備え、

炊き出し訓練と教急法講習会を下記

の日程で行います。

ご希望の万は、朝日町社会福祉協

議会にお申し込みください。

日時 9月2日開 午前10時～午後1時

場所 朝日町文化体奇センター（サンリーナ）

講師 日本赤十亨社富山県支部

申し込み・問い合わせ

朝日町社会福祉協議会

(H83-0576 FA×83-1589) 

もありがとう
あたたかい忘

• 1·Hf¥ '1;1; l・-°'J山占ーさんから

3.96311] 

・川If ｝（~！f常 ーさんから亡母マツ

エさんが’1・.i'1iiお｜｜｜；話になったお礼

として

。〉朝日町善意鰻行

(6月11日～7月10日）

100,00011] 

11 lllfの ）~）訴を願って 3,000111 

・~· ； >;i 11 県移動商業組合さんから

10,0001'1 ・1ドノ「｜ 尚瀬古博さんから亡付む

ねさんが生前お世話になったお礼

として 100,000l'J 

H83-1160 第2・ 第4土曜日は外来休診（試行｝です。
急患は夜間・休日を問わず、 24時間いつでも受け付けします。0あさひ総合病院

•tfl'の本ボランティアグループさん

から 10.000l'J 

• w:~；om 1111H浩平さんから故郷M

留国
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花でfとやまの顔jを
デザインしませんか
以Ii1·111 公｜叫に品川さ ~1.ている itll与

”｜ーの it.lftのデサインを~nたします

応募資裕 引いlにお(I：まいの店、ま

たはゆかりのあるJi

テーマ テーマ｛ま｜’1111ですらとやま

の｜川夕、とやまらしさを i<.J~lするも

の、ユニー クなデザインなど。

用紙 I ~ 5似のケン ト紙または1111jJIJ

紙とし、 1'1'111111のサイズはlfr記の陣式

で叫詳してください

応募点数 ・人 3.•:.i:以内

応募期間 9 J JI 011！刈まで

応募・問い合わせ

O!れitと総の釦fi 

栄え ある受賞お めで とうございます

厚生労働大臣特別ゑ彰
全国善意銀行逢絡

協議会表彰
胡日町立cp央図書館（fi83-0574) 

母なる森

襲になってやくだっ野菜

森田直員監修

抗
々
木
・以
作
さん

（
谷

）

川
端
き
み
子
さ
ん

（
平
柳
）

新しい本
an  

倫

川端さんは多年にわたり、’！OJ11111 f 

凡む飢itの理事として、地域の｝｜・会

f11¥ ~II：川 !Ii/JIこ毘献されています。

癒されて旅立ちたい ホスピスチャ ：

プレン物語 沼野尚美

快老モタさんの「群れ遊びjのすすめ

尊敬される国民昂倍ある国家

渡部昇一－ 岡崎久彦

人生百年私の工夫 日野原重明

能楽鑑賞百一番 重苦直樹

なぜかこの人のfことばが力を持つJ~ 
理由 多湖輝：

さあ、ハッピーな仕事に目覚めよう

－モリタ

噌.
佐々木さんは、l附平1161lドからJ..1.'.'I:.

児市：委L-1を5！町 （J 5ll:J初められ、地

域前，＼ hi：，の逃）J~に尽力されました

却しくは役場縫隊稲M..羽！地域 ~.i HI：：金を受けることとなったI弘行はごil: 

：係（宮役場内線 I4 2＞へおlllJL 、 （~わ：ぷくださ L 、c
，；干しくは、佐民’I＝.活必fU(ll＇念係

｛宜主役場内線 I3 2l または ~I：会保険

ハッピーライフカタログ

生き笠き生きる

T93~－U I j MCHn>Mit』削I上努附42 ；せください

｛合076 466-2425) 

※洋しいit；~~~嵯符iiよ、 f'.,l.I沿1邸主観光：

以 （fi役場内線 151)

児童扶養手当・特別児童
扶養手当の届出を忘れずに

年金だより •Ji務所（ft24- 1494）へ。

～2つ以上の年金が受けられる

ようになったときは届出を！ ～ 自然と歴史のみち探訪
J}l frの年金制度では、 ’l人 Ifl ＇・ ~~J : 2 I ill：紀の 「籾IH町のウォーキング

：がIJ;O!IJですe 2つ以上の年金を叉・け ：コースJを作ろう。

Mイl： 、リ~ ·・n ~＇~ 11.f r 吋・特~JIJ 9~ <j'( 1.J.；：る十／1；利が’Lじても、どちらか ・J'jの ：講師 側1llllT丈化財栴；兵器Lll毛

皮 F叶を受給している／j（ま、．川市扶 ：年金しか交けることができませんも ； 竹内俊一氏

占子、1iJ!WU111J r特別VUrW(li1主勺iiJr: このような助台、 f年金受給il]m111：活動日 9川3ト｜、I011、I711、24

リチヤード H 

曽我隆行

斉藤茂太

鹿瀬裕予

酒井日慈

1ミリでも変えられるものなら

上 原 隆

す。

i'.HJU比J1tlj をhtiけIiiる必裂がありま ：；I¥,If-Jを挺，＇I＇，し てください。このtiI : II、IOJJI I」 （師週火！Wiil

御隠し三人娘: II¥ , 1fの促 Ii ＇， が.i!f れると、＂f~の .k ~ム： 時間 午前911存～午後211.'t

：いが－II与保問になったり 、ある いは： 対象 制｜イUlf在住の/i

: <1：金を受け過ぎてあとで返納してい： 内容 r iEの迫J、「伊勢御自lliiUJ、「11iJ

：ただく二と になりますので、 jfilやか：肢の林道j等（!fl利川の場（jもあり）

：に従Illしてくださl、 ：申し込み・問い合わせ

特｛こ、共済組合と）＇／’！：年余なと、： 参／JIJ吊望貯は8灯12llUDまで教fi 

’支給行には案内をしますので、指：；l~ll立のj主うと ころから 2 つ以上の ll＇：委l i会’to~学科係｛宮役腸内線3 2 3) 

定のJDllllJ1人lに役均他Mi悩祉;llf.地域制

届け出期間

児童扶養手当現況届

8JJ I J J （~.；）～3011<句

特別児韮扶翼手当所得状況届

BJ 1121 IUJl～9JllOIH'l<l 

riu系までお舷しくださt～ 

なお、 WI川｜人lに＇＇＂け llJをしないと

8 J J以怖のF・＇Iが’立－けられないI弘行

がありますのでごil:必ください。

また、，~ •'i't. 以 i~ f'・＇＇1のfifr向制限が

己主11：されたことにより、 JJHJの予勺

古~！が変比lになる均（tがあります。 J>J.

i~Ui1I の案内の｜燃に、 j好 i~JI”j支簡の，l下

制についてJ!Hします

蘭国’

位置D
赤川次郎

それでも世界は美しい

First Love 

スノウ・グッピー

初夜

アブラムスの夜

歩兵型戦闘車両ダブルオー

声舛十月

大石静

五｛祭瑛

林真理寺

北林優

マーブル騒動記

暗号情敢（上下）

阪本康宏

舛 上 剛

高村 語

本の紹介

『黒
部

K
U
R
O
B
E』

志
水
哲
也
著

登山家であり、先ごろ写真家宣言

もした、宇奈月町在住の苔き作家が、

斬新な視点で、岩と水が織りなす黒

部峡谷の凄みを力強く表現。登山家

にしか行けない場所や、黒部の首に

精通した人間だけが知っている揚所

など、 8000ショット以上の写真の申

から厳選した83点を掲部。迫力のあ

る写真集です。

女ホット求人情報交 平成14iJo8月分

:1」~~I：；絞民
2 フ ント 25J;;

3 1 鎗油作 友員 182~；

4羽漫τ円；
5 調狸橋鈎140~；

6 凶築板金工 11s~；

7 llilt 射線筏節 12~~~；
s l;i11 削 406~；

町の工事発注状況 （500万円以上）
このコーナーは町が党内したものを似載しています一 （H14.6.1～6.30) 

一－ 1: ・μ 内 I ~1!! U~ ）i. I石川！ 川 lI 業 行 行 ｜ぷ %

削11lllf公共 下水ill・l':Z I I ，《 " , I - ｜｛附 l：沌 Ull1.PI
iLi F主総h：~J;.j\350 1 ~｝外3附~i • .:z 1.・11 I j白F外｜川I9Jlj 25.410.剛｜制 IIH 業，~1 I州制

仰Ill日I公共｜、，1,;n・11治 I l H れ .I I ｜日
Hf・淀川 城川市35241｝路線川 1:・11いえ 川111 ~I ~I JI 2i .300.000 l 1紛ア ラカワ 体制！

鴨川 ｜剖1公共 F水j必・JC1~ I l山 内 J I -I . ー
州胤川iお3604~；山路線吸J1:・11十七回I11.iir ~111 1~68i.500 I ＜~11 水ぬ t: :I'¥ I ~本山！

判lI l 日f公共下水i!'.l ·Jf~ I... I I 
1'ij ・ ..前理j胤rlt~3i62fH1· 7路線~J1.·Ji l'"" 1111•1 時 I 'l年9112附 5.側 1um症な ｛附 F 11<m,;!I! 

91フ ロントI18才～ I720～1.000 I湖削l新 ' . 1-
｜（ハートl I 30才｜（崎間給） rm2ホW、他 寸 ’l小

101rR(/¥! 、師，20ト I700-900曙刊 一----41 Iシャンプのお来初
I J I 40判明閣総｝｜周火水木愈 I 

0 f求人的裕一覧表Jもご利用くださt、
O~tしいことは、魚津公共職業安定所~旧分’伝 ft82-0198へおIUI~ 、合わせくださ L、

8月の告種相談
〈相談は無料です〉

6日閃
悩みごと相談
'3:00～16:00 福祉センター

結婚相談
・3:00～16:00 福祉センター

年金相談
10:00～15:00 役場会搬室

法律相 談 ｛要予約tel83-0576)

13日以）

裁判 所 出 張調停相談

保健 ・ 介 護相 談

子育て ・教育相 談
13:00～16:00 福祉センター

悩 みごと相談

20日附
行 政相談・人権相談

女性相談
13:00～16:00 福祉センター

21日（制 結婚相談
13・00-16・00 宿祉センター

27日ω悩みごと相談
13：・00『 16:00 福祉センター

28日（制｜年金相談
10:00～15:00 役揚会議室

．教育相談（教育センター）

受け付け時間 （月 ・水・木阻日）

9:00～1 6 . 00 ft82 -1 000 

・子 育 て相談（保健センター）

受け付け時間 （月～金日種目）

8:30～1 7: 00 ft83-1 920 

8月のガソリンスタンド休日当番店

4日（日）｜ あさひ野郎Ina3-1135 

11日（印

18日旧）

全店営業

全 店 営 業

25日（日）｜ 朝日石油 IH82-0661 

交通事故発生状況調
6月末現在 （ ）内は前年同月比

4人 122人 ＇3191：ヰ
(+2) （ー14lI (+10) 

羽田町
38件 2人 49人 I105件
:+9) (+2) (+ 17）’（＋3) 

~・



・国園

3』 島 ト j

自衛官等採用試験
募集種目 ・応募資裕

防衛大学校学生 1＇.・：，半（比込み）で 21此：

;J~ i1~~のう.a,j.(

防衛医科大学校学生 尚ヤ（tl込み）で：

21 蹴未満の男女 ：日時 9灯71l(J.：）、 21Ll (L~、 28 卜｜ω ・組以，Iii夫 ,・,';j ！：.＇；羽ぷ 大村結）－＇1 泊中

看護学生高市（見込み） ・ 241次ぶi1~~の ： 午後2時～4時 ：部 合川的制金JI：一史 滞同 凌

ヲ1£( ：会場 ＇1:.ilr？押館研修主 ：坂ボiil¥1と 1;1;J ~~ iJ;1 IE 大和跳治郎毘

受け付け期間 ：講師 イi焔船子先生 ：｜｜｜まどか；j(ll¥(J終斗 泊南部 中村太

防衛大学校学生（推薦） ：定員 20名 ：俊 it.Ji｝米主水野木 長JI：手IiIJll 

：受講料 I @15001'1 ： 木山 1(1~・iB\ il'VJ：絞行折行一樹魚津

：材料費 l,OOOl1J科度 ：知11!.西部 前川桁山 笹島崇｛lfl桜

：申し込み・問い合わせ ：町 1 .. rn:1111d1:J11t 111川｜；月詰 南保 1j、
’1・：ii｛’＇／：仰向・：(n82 -l 294l ：林.j:@1j 小川 行｜｜みのり 山崎 松

：｛ 銅 昌也 九人水川…七州.@5姻 c Jι 大家圧 附健仁

ι ~ - : ＜小学校〉

金婚夫婦をお祝い ：あさひ野 fJtii長川崎鍛治木希 fill名

lllfでは、結焔午前50'.fを迎えられ：駿仙 人f.lffif ノυIL麻衣 f 金森千

：た令姉），J,,iのti々 をお祝いする f令新 ：rn.i:.'1111汐I(!, 治水菜々子 高烏彩奇

: .At}l ~ ' 'H~J を完施しています。 ~ 11<. Jl:!：~Hii 南保 竹内ゅう 俗門大賀

主r'i9tr50＂＇＇に述し、該当すると ），！：I，わ： 卜＂ JI： ，·~~ ( kO- 世 五箇庄 勝間優

： れるごJ~ft11ilま、地ICの民生委Hか1~均 ： 木 川 1 1 1 1~l 1i干 さみさと 岡本皇馬

： 腿J,ii~，＼ M:,t~！尚附I耐ti:係（包役場内線 I : IIモ川駿野川子尋竹内竺校（［］脅

: 4 3）までq1し；IIてください。 ：菜 子 !J:ilい.Jfr'' I!. 十Jt文香在野矧太

：対象夫婦 II（｛相27年 4H1 Flからll{f: ド111述f!llJ/11l i I: IU J I I待 11 1 1.j\:~員下

：千1128＂ド3J-131卜lまてiこ結婚された犬；〈中学校〉

i米¢：！ J羽でお子さんと 一紺に逝’んだ ： ~\ll で、 τドj戊 13 iド 4 fl I H以、日trカ‘らM : JJ.d長／Lii：介 (j：’＇f./'{j,'i 
り 、お母さん｜百l 上で1'1’j 何~；足t免した りし ： 11 lllf に frl河をイ i し、今後も，II き続き ）， • i ： 愛 ii'/ 1J<.I時仏

て、楽しい一時を過ごしましょう。 ; frする－f;J.：の点制。

日時 8月7fl(7/<) ：申し出期間

午前911130分～l111年30分 ：、v成14'.('8月21It'll'）～21卜｜（水）

I Lid的保育所 （fi84-8556) ：祝い品贈呈白 ：ロシア別

保育所入所前の乳幼児と組、家 ：11ll!j・会均等イ針金円述絡します。 ~ 'ltii<l.!'JE 
阪 ：

※参加l費は無料です。ごれ！の／jは吋Ij f歯の健康児j；を表彰 ! l OJ J F旬 5名

円会場へおいでください。 ： 似（i所 ・学校の商科検診で虫闘のな：ベ トナム ・フィ リピン釧

：かった次のみなさんがarrカ・ら表彰され ： l I J J ii I旬 5名

花てまり教室 ：ました。 j申し込み ・問い合わせ （財）とやま固

まりに糸で季節Iの花をかカtります。 ：〈保育所〉 ：際センター（fi076-444・2500）または

球形の作り方や糸のかがり／iを’下び ： 焼 山内閣 宮崎 崩谷ひかり ：出 1I1~.l ~J k参1111j.ボランティアi深

ませんか。 ：笹川 小林紗彩 1~川：穂，·，＇；j 泊東部 : (fi076-444-90 12) 

くらしの情報室

且ivi11~1 lllifor町四tivn

島
さ
p
vuかか、ろKAtJ情報 朝日町臨時職員の登録者を募集します

申し込み ・問い合わせ

引される／jは、8月911“治までに

｜’ IT~ の脳！？長.＇t を役場総務課人市係

(fi役以｜λl総2l 5）へ促山してく

ださい。

号を録をrrri立t易やLil先機関に勤務する臨11.'j1

II議11の登録｛［；・fil者を持集します。

職種 一般市務、看護f¥tli方：

雇用 必裂に応じ選考し、本人に

j出絡します。

H83幽 3700

掻協＂~~ :;.¥I’ aがや”

r 

なないろKA Nガラス工房を通じて

出会った fモノっくりたちjの作品展。

染め物 ・陶器 ・ガラス・オブジェ －ア

クセサリー・絵画など多数のアート作

品を展示刷販売いたします。

91-1 5 El(柑～9HUI)

防衛大学校学生（一般）

防衛医科大学校学生

看護学生

8月の営業

休館日＂ 6Li、20卜｜、27日
夜間休業ー 5IJ、1OIJ、19日、 261J
8JJ 10～1811ランチバイキングやりますe

9月12IJ（水｝～lOJ J J I llt-1：訪

問い合わせ

「l術｜啄魚Fl¥事務所（fi24一1036)

H82”0990 

・(0 

Iなかよし広場J育児相談
一朝日町保育士会一

アゼリアホール情報 n83-2000 

近麟

“PEACE WING OF TOYAMA” 
県民の翼参加者募集

10名

I O名

l O川1211(1)～19川ωt易所

対象タシ実パーティー＠獄蛤巴F IOJJ 1211(1)～l 911UJ 

オランダ ・デンマーク班・8月17日（±） 18:30～ 
黒部社交ダンス同好会主催

入場料 1,000円

・8月3日（±） 18:30～ 
タカシマダンスアカデミー主催

入場料 1,000円
_, 
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ジャンボ絵本紙風船を作ろう！！

日時 ：8同24日制 午前10時～

対象・幼児から小学生

参加費用； 500円

情報～些 μ らくち～の

題f体脂肪落としてGETJ I 
8月第1週と第4週に｛材割方を計リ、最i
も落ちた方に賞品を差し上げます。 I 

f僕も私もスタシヲ長ク~了寸
夏休み期間中、ブール入館もしくは1日l

コース1回につきスタンプ1i問。10個
集めると賞品を差し上げます。

8月の月間行事予定 （8月は休館日なし）

3日ω生ビール半額祭り（18:00～）

かき氷ぺア阜食い大会11日但）
(15:00～） 

第 1自らくち～の盆踊リ大会
18自白）

（夕方より、雨英中止）

25日日 夏の終わりの抽選会（15:00)

26日開恒例 lお風巴デー

111閏将ぷ泊高校吹奏楽部 『第20固定期演奏会』

8月10日ω
17:30開場 18:00開演

入場料300円です

一一一・．

r鈎•lltカ日誌／3J土峨！！

［町の人口］ 平成14年7月1日現在

人口 15,986人 （・18)

男 7,532人 （－10)

女 8,454人 （・8)

世帯数 5, 155世帯 (0) 

（ ）は前月比

ー’・お問い合わせ
朝日町役場総務課総務広報係
干939-0793
朝日町道下1133
n 83・1100 FAX 83・1109

．ホームページ
http://www. town .asahi. 
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， .. 
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3人目誕生おめでとうございます。
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三
さ
ん
の
州
絵
は
、
公
職
を

退
き
亡
く
な
る
ま
で
の
数
年
の
問
に
、

市
点
以
上
も
揃
き
践
さ
れ
た
が
、
そ
の

す
べ
て
の
作
品
は
土
山
」
が
テ
1
マ
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な
っ
て
い
る
。
剛
一
刷
の
4
分
の
l
に
は

ト
八
地
を
仙
き
、
そ
の
ト
八
地
が
叶
の
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色

で
あ
っ
た
り
、
水
川
で
あ
っ
た
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し
て

字
削
令
ぶ
し
て
い
る
が
、
大
部
分
の
州

耐
は
記
の
形
を
州
い
て
い
る
。
%
は
ど

こ
か
ら
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刷
れ
て
き
て
、
ど
こ
か
へ
山

え
て
ゆ
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、
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と
川
じ
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の
も
の
は

な
い
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こ
の
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
訴

の
安
の
線
制
を

一
進
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に

川
き
紙
け
た
。

「
的
災
久
動
ぬ
4
1
8」
と
い
う
作
品

は
、
地
晩
年
の
州
臥
す
る
直
前
の
作
品

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
全
て
の

Z
ど

の
給
は
木
防
が
大
地
に
沈
も
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と
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い
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映
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災
し
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的
か
に

ff.1.il¥i)i 

草川Irll 

JJ iii 

ノ、.:rnnr

JJ 

・A: 
l

i
 

l

i

 

－

－
 

g 

( 

子

9：と

,m-.rr; r-

11 
い4

i)[. 

JYJ 

正
円
日

木

JJ戸

Jj: 

用

品｜：

鈴

怯

松

政

i

l

 

締
く
、
月
の
光
に
浮
か
ん
だ
誌
で
あ
っ

む－
勺
ろ
う

て
、
大
地
の
鼠
色
は
H
M
い
脱
脱
と
し
た

空
気
の
山
中
に
消
え
去
り
、
両
面
の
しし
の

万
に
、
今
ま
で
と
は
逆
の
4
分
の
l
に

か
す
か
な
記
と
山
の
綾
綿
が
品
川
く
わ
ず

か
に
仙
か
れ
て
い
る
。
油
叫
が
的
問
汁
か
ら

峨
れ
て
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火
山
汁
に

M
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大
し
て
し
ま
っ
た
よ

う
な
山
ら
か
な
阿
川
汁
で
、
深
々
と
心
に

b州
・
2

海
み
こ
ん
で
く
る
よ
う
な
A
伯
尚
れ
る

作
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な
っ
て
い
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3

阿
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順
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さ
ん
の
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絵
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デ
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ケ
ー
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市
泌
ぴ
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、
れ
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の
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を

そ
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ま
ま
忠
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に
V
J
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と
っ
た
リ
ア
リ

ズ
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徹
し
た
絵
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よ
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で
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あ
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が
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よ
く
比
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引
な
る
ワ
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で
は
な
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出
像
力
を
働
か
せ
て
拙
か
れ
た
ロ
マ
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感
じ
さ
せ
る
心
象
風
円
以
で
も
あ
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広
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ひ
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ハ
か
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防
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ず
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条
例
－
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胞
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ま
し
た
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こ
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条
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川
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り
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叫
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す
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、
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仰
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使
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。
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。
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な
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、
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